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　成
な り た

田市議会議員・会
あ い づ

津素
も と こ

子さんのホームページ

には１９７８年１月生れとある。だからその年の

５月に開港した成田空港は、彼女にとっては幼い

頃から普通にある地域の情景であり、２０年にも

及ぶ空港建設反対運動も「話で聴く過去の出来

事」だったはずだ。それなのに彼

女はなぜか「三
さんりづか

里塚闘争の落し子」

でもある地球的課題の実験村と出

会い、かかわりをもつことになった。

　２０１１年４月、東日本大震災

と福
ふくしま

島原発事故直後の成田市議選

に立候補した会津さんは、「原発

について討論したい」と申し入れ

てきた実験村の樋
ひ の け

ケさんと会った。

樋ケさんは選挙で唯一「脱原発」

を掲げている候補者に、エネルギー問題での討論

を持ち掛けたのだ。その縁で木の根のプール開き

に招かれた彼女は、そこで反対同盟や新旧の支援

者、そして実験村の人々と出会うのである。

　「議会では私も変わり者だから」という会津さ

んは、「変わってるけど面白い人たち」と、時の

たつのも忘れて話し込んだ。「多数派じゃないけ

ど、社会の見方とか共感できたし、価値観も重な

る。それでいて多様性があるって面白いじゃない

ですか」。この出会いが、「見慣れた地域の自然が

壊されていく」現状を何とかしたいと立候補した

会津さんに、漠然とだが、ひとつの道筋を見せる

ことになったのかも知れない。

　「自然破壊を何とかしたい」。そんな思いを会津

さんが抱くようになったのは、青年海外協力隊と

して２年間、砂漠地帯のエジプトで過ごし、「成

田の緑が恋しい」と帰国したときだった。恋し

かった「成田の緑」は、開発という自然破壊でか

つての面影を失っていた。「それなら、貴女も立

候補しなさいよ」。会津さんの背中を押してくれ

たのは当時、緑の党の共同代表だった杉並区議の

須
す ぐ ろ

黒さんだった。演劇をしていた頃からの友人で、

そんな話をよくしてきた彼女に促されて講習会な

どに出席する中で、元参議院議員・中村敦
あ つ お

夫さん

のリーフレットに衝撃を受けたという。

　でも中村敦夫さんの名前で私が思

い出したのは、彼が参議院議員とし

て「みどりの会議」を設立したこと

以上に、１９７４年の参院選挙に反

対同盟の戸
と む ら

村一
いっさく

作委員長が立候補し

た際、選挙キャンペーンとして上映

運動が展開された『襤
ら ん る

褸の旗』に彼

が出演したことだった。１９１１年

の大
たいぎゃく

逆事件で刑死した幸
こうとく

徳秋
しゅうすい

水を演

じた中村さんは、当時、テレビドラ

マ「木枯らし紋
もんじろう

次郎」のヒットで、主役の三
み く に

国

連
れんたろう

太郎さんに優るとも劣らない人気俳優だった。

　それから４０年以上の時を越えて、「開発とい

う自然破壊」に異議申し立てをする地方議員がま

たひとり実験村と出会うのだが、そのきっかけが

『襤褸の旗』に出演した中村敦夫さんだったこと

に、ある感慨を抱かざるを得なかったからだ。

　反対同盟の闘いが「開発という農地破壊」への

抵抗であり、戸村選挙がその政治的異議申し立て

だとすれば、会津さんは間違いなく「三里塚闘争

の遺伝子」を受け継ぐ「新しい世代の地方議員」

だと思うのだ。

（事務局・佐々木希一）

第７１号

２０１８年３月８日
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会津素子さん

『襤褸の旗』という不思議な縁
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今なぜ自給農園なのか－－石井恒司の農語り

日本消費者連盟の公開講座「土に生きる」２０１７年５月から

文責：大野和興

◆空港反対闘争と有機農業

　私の生まれた世代はちょうど戦後のベビーブー

ム・団
だんかい

塊の世代で、親父から農業をやるもんだと

ずっと言われていたんですよね。若い頃は東京に

出たいなと思ったりしていましたが、農村に生ま

れてしまったものですから、農業をやるしかない

なということで、農業高校に進学させられました。

　高校を卒業した１８歳のときからずっと空港反

対闘争に出ずっぱりでしたが、いまは一定の区切

りをつけ、何のために自分は反対運動をやったの

かという原点に帰って考えたり動いたりしていま

す。闘争のさなかに有機農業を始めたんです。途

中から、これはもう国家と徹底的に闘うしかない

なと思い、そのためにどうしていったらいいのか、

ということで。闘うのであれば、やはり自分の足

もとを固めなければいけないという思いがあって、

闘いをしながら農業をやっていく、それはどうい

う形なのか。当時は水
みなまた

俣病を引き起こしたチッソ

や昭和電工が作る窒素肥料を使って農業を展開し

ていたんですよね。それはちょっとおかしいん

じゃないか、ということを闘いの中で感じて、国

家と闘う、あるいは大企業みたいなのと別のとこ

ろでやっていこうと思ったら、有機農業しかない

のかな、ということで始めました。

　ワンパック野菜という産地直送を闘争仲間と

始めて、会員が１５００軒くらいまでいきまし

た。現在は４０周年になるんですが、かなり細々

といった感じで続けております。昔からの仲間で

残っているのは３人だけ、あとは若い人たちです。

若い人たちはほとんど都会の人たちなんですよね。

１０人ちょっとくらい。これから先は、若い人に

考えてもらえればいいなと。われわれが四の五の

言うよりは、若い人がどうしたら農業を継いで

やっていってくれるのかなと、そこが一番大事な

んじゃないかと思っています。

◆農業は疲れる

　農業というのは、自然を相手にしているわけで

すよね。太陽があって、大気があって、水があっ

て、大地がある。その地球上の大循環の中で、農

業はやっていくわけで、自然の摂理を無視したと

ころでは、基本的に農業は成り立たない。われわ

れが手をかけられるのは、せいぜい機械を投入す

るとか、人力を投入して野菜を品種改良するとか、

そういう程度であって、作物はやはり年に一回し

かとれない。

　自然の厳しさを思い知らされながらやっていく

のが農業で、基本はやはり畑に種を蒔かないと芽

は出てこないし、日照りのときにはきっちり水を

やっておかないと芽は出ない。水を撒かなかった

けど２日後に雨が降ることもありますが、それは

たまたまラッキーな話であって、明後日雨が降る

予報でも、水を撒かなきゃいけないんですよね。

それで予報通り雨が降ると、やはり無駄なこと

だったと思って、次には水撒きの手を抜くんです

よ。するとやっぱり駄目。

　人を相手にしていたら、話で誤魔化せる。でも

種は正直だから水分がないと芽が出ないし、風が

吹けば葉は縮れるし。葉が縮れたやつは育ちませ

んから、それで駄目になっちゃうわけですよね。

自然の摂理を飛び越えてはいけない、そう思い知

らされることの連続でした。

　田んぼの中に入って田植えをしたり草取りをし

たり、やはり疲れるんですよね。農業は疲れる、

だから皆都会に出たい。それを最初からわかって

いたから、私も都会に出たいなあと思っていたん

だけど、やっぱり出られなかった。いくらかでも

楽をしたいんですよね。楽をしたいんだけど、そ
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このところだけでものを考えてはいけないなとい

うのが、私がずっと学んできたことなんです。雨

が降って、その雨が地中に染み込んで作物を育て

て、余った水は川に流れて、海に注いで蒸発して、

また戻ってくる。そういう壮大なロマンを感じな

がら生きていけるなあというところまで来ました。

それまではやはり、疲れることしか知らなかった。

　逆に言うと、そういうことを思わなければやっ

ていけないんです、疲れるだけで。一本１００円

の大根といっても、１００円のものを作るんじゃ

なくて、人間の食べもの、自分が食べるものを

作っている。１００円というお金に換算しない考

え方を自分の中で作っていかないとだめなんです。

◆「安全・安心」を売り買いしていた

　３・１１の原発事故があって、風評被害という

のがありましたね。それまでは「無農薬の安心な

野菜を一生とり続けますよ」と言っていたのに、

「おたくの野菜にはどれくらいセシウム
4 4 4 4

あるんで

すか」みたいな話になっちゃって。ずっととって

くれていた人がやめて、３分の１くらいいなく

なっちゃったんです。

　やや、これはどういうことなのかな、と考えさ

せられたんです。つまり私らは「安心・安全」と

いうことで野菜を売っていたにすぎないんだと、

そういうことを思い知らされました。お金を出せ

ば安心・安全を買えるという、この日本の現状っ

て何なんだろうなあということをずっと考えた。

お金で売り買いするだけではない、それ以外のも

の何かあるのかなあと。それで自給農園というこ

とを考え始めたんです。

◆自分の食べ物は自分で作る

　農村では農業をやる人がもういなくなっちゃっ

たんですよね。だから都会の人に自分で野菜を

作ってもらえばいいんじゃないかと。新しい農業

展開として、自分の食べものは自分で作るという

ことはどうなのかと。それが私のやっているミル

パという「自給農園」です。私の家の前を開放し

て、都会の人がうちの畑に来て野菜を作る、農薬

と化学肥料を使うのは駄目だよ、とは言いますが、

まあ自分で好きなように、作ってもらう。

　うちのシステムは、会員さんに１０平米くらい

の小さな畑を持ってもらって、野菜を作ってもら

う、同時に「シェア畑」というのを設けて、会員

さんと私で一緒になって、個人畑で作らないもの

を作る。会員さんと一緒に作って、うちに来て自

分で野菜を作りたいという人は自給してもらうと

いうことだから、きっちり１人分賄えるように野

菜作りを続けてもらうことで、ともかく手ぶらで

は帰らない、持って行って頂けるというシステム

でやっています。

　ミルパという名前は、メキシコの持続可能な農

法という意味です。トウモロコシと豆とズッキー

ニ、この３つの作物は全てそれぞれ持ち味が違い

ます。トウモロコシは枯れると有機質として堆肥

になって地
ちりょく

力の足しになる。それに豆の蔓が絡ん

でいく。ズッキーニがお日さまから大地の水分の

蒸発を防ぐ。これら３つを混植して畑で育ててい

くという農法なんです。これは持続可能というだ

けではなく、一番合理的な農法だと言われている。

　自分で食べるものは自分で作る。等身大の生活

をして、過度なことはやらないというふうにでき

ればいいなと。

◆焚き火小屋

　小屋を一軒建てているんです、焚き火をしたい

なと思って。ちょっと火を燃やして煙を出すと消

防署からお達しが来ますよね。家の中から煙が

外に出る分には問題ないんですよ。火を燃やし

て、ただぼうっとそれを眺めるだけというための

焚き火小屋です。大工さんは頼みません。自分で

今やっています。柱は山からとってきて、壁は竹

を裂いて、泥壁という昔のやり方で考えています。

火を燃やすという行為を通して、自分の中に何が

欠けているのかなと、そういうことを考えながら

うちで遊んでもらえればいいなと。そういうこと

を夢みて、小屋づくり、畑づくりをやっています。

　私も６９だから、あと何年もつかわからないけ

ど。農業後継者がいない状態の中で、新しい農業

展開というのかな、もうちょっと新しい農業形態

をやっていきたい。これからの社会を農的社会に

移行させたい。農村のあぜ道で大勢の人が、１０

時になったら、あるいは３時になったらお茶を飲

んでいるところがずらっと見られるようになるこ

とが、私の夢です。
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私たちの暮らしが海外で引き起こしていること

「プロサバンナ計画」の現在
実験村の新年会でミニシンポ

情の改善のため」と支援の文脈で説明するように

なっている。全体計画のマスタープランづくりは

２０１３年までに終える予定とされたが、今は止

まったまま。現地の抵抗と、国際的な監視・抗議

活動の成果と言える。

問題点

　計画の問題点の第１は、対象地の大半を占める

自給的な小農の実態や考えが反映されていないこ

と。熱帯サバンナというが、年間降水量１２００

ミリとけっこう雨が降る。森林もあり小川が流れ

水場もある。大規模灌漑は無いが、水を引いて多

様な作物を作っている。近くにローカル・マー

ケットがあり、魚や芋・豆など売り買いする。食

べるということから見れば豊か。ただ、移送手段

を持たないので作った農産物を自分で売れず、必

ず買いたたく仲買人に売ることになる。学校や病

院は無いか、有っても医者や先生がいないという

現実はある。それでも彼らは「農民は生命や自然、

地球の守護者である」という誇りをもって生きて

いる。「自分たちの農業の実態に合った発展を考

えたい。投資を入れた大規模開発ではうまくいか

ない」と北部ナンプーラ州に暮らす小規模農民組

織のリーダーのコスタ・エステバンさんは言って

いた。

　問題点の第２は、農民たちに情報が伝わらず、

相談もないこと。ＪＡＩＣＡや日本商社は日本・

ブラジル国内、他先進国でプロサバンナ計画への

投資セミナーなどを開いているが、現地農民には

知らせていない。ましてや相談もしない。コスタ

さんはＪＡＩＣＡ・外務省に「我々の土地を開発

するというなら、なぜ我々に説明し、意見を聞か

ないんだ」と抗議した。

　問題点の第３は、現地ではすでに強制移住、土

地取り上げの人権侵害が起きているが、外務省や

ＪＡＩＣＡは、「現地で人権侵害が起きているか

どうか調べる立場にありません」とわれ関せずの

　今年１月２１日、日本
Ｊ Ｖ Ｃ

国際ボランティアセン

ターの渡
わたなべ

辺直
な お こ

子さんに木の根ペンションに来てい

ただき、アフリカ・モザンビーク共和国でのプロ

サバンナ計画の現状、新たな展開、われわれの課

題などについて講演をお願いした。以下その要旨

です。

三角協力

　プロサバンナ計画は日本・ブラジル・モザン

ビークの三角協力によるモザンビークの熱帯サバ

ンナ農業開発プログラム。対象の北部３州は日本

の耕地面積の３倍の１４００万ヘクタール。直接

的には中小農民４０万、間接的に３６０万人が

裨
ひ え き

益すると称する。２００９年９月に日本・ブラ

ジル・モザンビーク３か国で合意した。

　１９７０年代からブラジルで進められたセラー

ド開発が、ブラジル南部のサバンナ地域を耕地に

変え大豆生産で世界２位、輸出で世界１位となっ

ている。これを「成功事例」として、モザンビー

クの北部サバンナ地域の辺境に展開しようという

計画である。

　計画を主導する日本の国
Ｊ Ａ Ｉ Ｃ Ａ

際協力機構は、当初国

内向けに「日本の食糧安全保障のため」としてい

たが、現地で小農民たちの抵抗運動がおこり、こ

れを支援するＪＶＣなどの国際的な市民活動から

の批判にさらされるにつれ、「アフリカの食料事
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要の見込みがないと投資が呼びこめない、このた

め大規模農業開発ははずせない。貿易のための開

発、投資のための開発が、援助の名のもとにおこ

なわれている。

幸福のための発展

　コスタさんは「モザンビークで起きていること

は悲しみの開発です。あるいは犠牲を伴う開発だ

ともいえるでしょう。私たちはそんな開発は必要

ありません。私たちに必要なのは幸福のための発

展です。あなたたちはそのためになにができます

か？」と言っている。重い問いかけだと思う。

まとめ・平野靖識

態度をとっていること。人権侵害の調査は現地政

府・地方政府の仕事だというのだ。

抵抗運動の連携

　こうした状況では、情報を共有したり状況を伝

えたりする上で現地の抵抗運動とドナー国側の市

民運動の連携が欠かせない。渡辺さんたちは現地

で調査したうえ、協議の場や情報開示を求めた

り、政策提言をしてきている。現地での土地取り

上げや強制移住の実態を訴え続け、いま渡辺さん

はモザンビーク政府から目をつけられて入国拒否

の状態にあるそうだ。ブラジル・日本・モザン

ビークの市民運動の連携も深まっている。

もうひとつの開発事業

　ＪＡＩＣＡ・外務省へ開示請求権を使ってのや

り取りの中で明らかにされたのは、もう一つ別に

さらに大規模な「ナカラ回廊経済開発事業」があ

ること。インド洋に面したナカラ港を整備し、モ

ザンビーク北部のプロサバンナの３州に２州を加

えた地域４４万平方キロという日本の国土面積よ

り広い地域の鉄道・道路を整備し、石炭採掘、天

然ガス開発、植林事業、農業開発をおこなうとい

うもの。２０１１年１１月に日本とモザンビーク

２国間で署名された。港湾や鉄道、道路は貨物需

～村民になってください～

　実験村は、いまの社会のありようと、私たち自身のくらしを足元から問い直そうとい

う試みです。国際空港という巨大開発に抗し続けてきた三里塚の地を拠点に、人々と結

びあいながら水を、土を、森を、人を大切にする“もうひとつの里”づくりをめざしま

す。あなたもぜひ、村民になってください。

	　○村民費　　　　　　３０００円

　○麦大豆畑トラスト　５０００円

　○通信購読のみ　　　１０００円

	 郵便振替　００１４０－３－９２５５５　地球的課題の実験村

＜問い合わせ＞	 電話／ＦＡＸ０４７６（２６）１６５４	平野

	 メール：jikken-mura@jcom.home.ne.jp
	 ＵＲＬ：http://yamasoft.jp/jikken-mura/
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＜滑走路１本で１５億円　地域間格差と対立の拡大＞

　今回の空港倍増計画のミソは、既存のＢと新設Ｃ、

二本の滑走路の長さを超大型機用とし、風向きにあわ

せて、一つを着陸専用・もう一つを離陸専用にするこ

とで飛行回数を倍増するということにある。そのため

にＢ滑走路を北側に１０００メートル伸ばし、Ｂ南端

から３３２５メートル南・東に４２０メートルの位置

から南方向にＣ滑走路３５００メートルを造ることに

なる。「独立運用」と聞こえはいいが、直下の集落か

らみれば、今は１時間３７便が半分の離陸か着陸だけ

ですむものを、毎時３７便となる。飛び去った飛行機

の騒音がおさまって１分半もすると次の飛行機の騒音

が襲う。こんな状態がＢ両滑走路ではざくっといって

現在より南に約７キロ、北に約１キロ広がるのだ。

　さらに国と空
Ｎ Ａ Ａ

港会社は現在原則的に６時から２３時

までの飛行時間を早朝５時から深夜１時まで拡大し、

Ｃ供用まではＡ滑走路に限って２４時まで運用、便数

制限も撤廃しようとしている。現在は２２時台１０便

限定が、２２時２３時台６４便まで飛ばせることにな

る。

　騒音被害の増大にもかかわらず、南側の芝
しばやま

山町当局

は賛成・推進の立場をとり、その南の横
よこしば

芝 光
ひかり

町は住

民の反対多数で、町当局も立ち往生状態である。芝山

町は空港用地となることで、多額の固定資産税が毎年

入ってくることになる。滑走路だけでも１５億円とい

われ、「町づくりの原資ができるわけです」と芝山町

長がＮＨＫ報道番組でも力説している。それに対して

「横芝光町は騒音だけ。町にとっていいことは一つも

ない」のである。

　現空港の９割以上の施設は成
な り た

田市にあり、固定資産

税や周辺対策交付金のほとんどは成田市に入る。ホテ

ル・商業施設・関連企業や住宅地、鉄道・高速道路な

ど、「空港の開発利益」は東京圏側・西側の成田市・

富
とみさと

里市にほぼ集中している。「表側の光」が飛行便数

増大につれて明るくなるのに比べて、東側南側の芝山

町・横芝光町・多
た こ

古町などは「裏側の影」が増すばか

り。騒音迷惑料や交付金が入ってきたとしても、使う

用途も限られ、失われる地域生活の「豊かさ」を補う

ことはできない。教育や医療など民生にはほとんど使

えないのだ。騒防法・騒特法は原住民への被害補償と

同時に人口流入・土地利用規制法でもある。すでに町

の３分の２が騒音下にある芝山町は開港以来人口が減

少、小学校も次々となくなり、唯一の町の診療所も閉

ざされて久しい。だから今回芝山町は、町を空港施設

に変えることで、「表の光」を夢見ている。かわりに、

今の芝山状態が主に横芝光町に転嫁されるわけだ。

「第３滑走路―空港倍増計画」が照らし出す格差の拡大
成田市東峰住民　樋ケ守男

＜国に毎年９０億円近くの「納付金」　空港の仕組み

を変え、地域間格差・対立の解消を！＞

　だが、少し待って欲しい。「空港の倍増」や騒音被

害の拡大を前提にしなくても、「町づくりの原資」は

現空港にすでにある。下の表はＮＡＡの「連結決算推

移（民営化以降　単位：億円）」である。右端の「親

会社株主に帰属する当期純利益」のうち、３分の１は

規定により、現在１００パーセント株主である国に納

められる。２０１７年度の予想は純利益２９４億円、

国に９８億円が入ることになる。

　成田空港は地域住民の多大な犠牲の上に建設され、

日々地域住民の騒音被害の上で運用されている。それ

なのに国が株式を独占し、その利益
4 4

も独占するのはお

かしいだろう。地域は少なくとも国と対等な株主で

あってしかるべきだろう。そうでなければ、地域は空

港会社のおこぼれをあてにするだけの従属者になって

ゆくだけだ。千葉県や９市町はいたずらに空港を拡張

ることばかり考えるのではなく、国やＮＡＡと違う立

場で、空港をめぐる法的経済的社会的仕組みを組み直

し、「地域・住民と空港の共生」の道を探り直すべき

ではないだろうか。

２０１８／２／１５記
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緊急追記

行政当局だけで「地元合意判断」　「空の代執行」迫る

　２月１９日、成田市など９市町による「成田空港圏自治体連絡協議会」は、国・ＮＡＡ・

千葉県らの「機能強化」第３案を受け入れ、今年度中の「地元合意」判断へと動きだした。

　第３案は、「スライド運用７時間」、「谷間区域も防音工事」とか、「周辺対策交付金を現在

の４０億円から６０億円と１．５倍にして用途も広げる」など、地域に「譲歩」したかのよ

うだ。が、夜間の静穏時間は４時間のまま、１分半ごとの騒音襲来、そしてＡ滑走路で夜間

飛行時間の延長と便数制限の撤廃を先行実施するなど、基本的なことは変わっていない。つ

まり防音工事や交付金など「金で解決できる要望」に応えても、住民の健康や集落の存続と

いった「地域の生存」にかかわることには応えていない。これでＮＡＡと各行政当局だけの

「四者協」＝住民不在、非公開の場で「地元合意」が得られたと判断するつもりらしい。

　新聞記事は２月２０日、東京新聞千葉中央版より

　今年も冷え込み厳しいこの季節に、味噌の仕込

みの連絡が届きました。２０年前、石井恒さんが

力強くペシッ、パシッと大桶に仕込んでいくのに

遅れまいと丸めて手渡してから、毎年いただいて

います。成田の大地の人参を初めて口にした時、

甘く柔らかく重量感があり、これが根菜？　まる

で果物だ、と思った食感を今でも身体が憶えてい

ます。

　映画製作の現場を知りたいと映画美学校ドキュ

メンタリーワークショップに入り、初めてデジタ

ルカメラを手にして成田空港ツァーに参加して

伺ったのが最初でした。現地で思ったのは「ナリ

タは農と工の接点だ」ということでした。以後、

土日を利用して少しずつすり寄り、親しくしてい

ただきカメラを回しました。講師の佐藤真さんか

ら「何も撮れていない」と批判されても、半分は

成田は恐くてカメラを向けられないのでした。

　「２００２年のサッカーワールドカップの陰に

隠れて、円卓会議で作らないとした滑走路を作ろ

うとしていますがどう思いますか」とあちこちで

インタビューし皆逃げられる中で、空港で連休の

取材中だったカメラマンが「国が一度決めたこと

はどうしようもないでしょう。沖縄がそうでしょ

う」と答えてくれ、深く考えさせられました。

　映画は完成し、「ナリタ、私の裸の王様」は

２００２年１月に渋谷ユーロスペースでレイト

村民からの手紙

ショー公開出来ました。いつも機動隊がいて近寄

り難かった家があり、「私のところも取材してほ

しかった」と書かれたアンケート用紙が印象に

残っています。

　「反対している農家が１軒でもあるかぎり成田

空港は使わない。小川伸介の三里塚シリーズに触

発された一人の主婦は心密かにそう誓う。しかし

闘争から３０年、今や小川プロのスタッフですら

成田空港を使っている。主婦は憤懣やるかたなく

聖地へと踏み込むのだが……。」の佐藤さんのコ

メントに、私としては主婦の作品ではないことを

証明しようと、その後も撮りためた映像を眠らせ

ているうちに、オリンピックに隠れて３本目の滑

走路が浮上しています。心は地球上の「農と工の

接点」ナリタと共にありたいと思っています。

藤本美津子
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年次寄合のお知らせ
トラスト運動の新しい活力のために

　今年の冬は、記録的な大雪や強い寒波の影響で

野菜の収穫がままならず、おかげで価格も軒並み

高騰し、献立に頭を悩ますことが多くありました。

とくに東京都内は、近県の単一作物量産地への依

存度が高いので、入荷量の減少は仕入れでの「奪

い合い」となり、価格の高止まりが長引くことに

なったようです。

　こんなときは、生産者との年間契約で仕入れを

する生活協同組合の品物が、比較すれば安価に

なって「お得感」があるのですが、今年は思うよ

うな収穫がないため「欠品」が相次ぎ、結局はお

店で４００円もするキャベツを購入するかしかあ

りませんでした。

　そんな厳しい寒さもようやく緩みはじめ、実験

村の年次寄合の季節になりました。

　ここ１～２年、実験村の３つのプロジェクトの

ひとつ「麦・大豆畑トラスト」は、村民の世代交

代もあって様々な問題に直面してきました。ひと

つは大雨や台風の影響と畑仕事への参加者の減少

で麦の収穫がほとんどできず、もうひとつは手作

り味噌の麹をどう調達するかという問題です。

北総大地夕立計画　平野靖識

　引き続き杉林の間伐と下枝払いが作業の中心と

なります。

　芝山町・小
こ が ん た

寒田にある里山を山主の三ノ宮廣さ

んから借り、「夕立の森」と名付けて月一度の活

動を始めて１９年がたちました。荒れた里山の再

生が目的です。はじめ篠竹や根笹が密生し、もと

の杉林の杉はほとんどが台風や雪のために折れた

り立ち枯れたりしていました。いまこの森の片づ

けは終わり、残した実生の若木が成木に育って夕

立の森を覆っています。

　今年度は向かいの杉林の間伐にも取り組みまし

た。７月、まず手始めに細い杉１０本を切りまし

活動報告と来年度の予定

■編集・発行／ 2018 年３月８日「地球的課題の実験村」	 ■７１号編集担当／佐々木希一・平野靖識

■購読料／年間 1,000 円（年３回）	 ■共同代表／柳川秀夫　千葉県山武郡芝山町香山新田２２

	 　　　　　　大野和興　埼玉県秩父市大宮５７３４－４

　とりあえず麹は、知人から購入して味噌づくり

をつづけるという提案をさせていただきますが、

畑仕事への参加者を増やす方策は、なかなか良い

知恵がありません。当面は、トラストの管理者に

集中している仕事－畑の管理のほかに参加者の受

け入れや金銭管理－を分担しようと、様々な人々

の協力を仰ぎながら相談を進めていますが、村民

の皆さんの一層のご協力をお願い致します。

　また今年は、共同代表の柳川さんと石井さん、

そして小松さんの３人が古稀を迎えます。年次寄

合の終了後、場所を移してお祝いをする予定です

ので、できるだけ多くの村民の皆さんにも参加し

ていただきたいと思います。

（事務局・佐々木希一）

た。慣れるに従いだんだん太い木に挑戦し、少し

ずつ手際もよくなってきました。樹冠が払われる

とそこの空が抜け、林床に光が届きます。作業が

進むにつれ少しずつ林内が明るくなり、この作業

は結構達成感がありました。まだ間伐が済んでい

ないので下枝払いまで進んでいません。来年度は

間伐を済ませて下枝落としに進みたいと思ってい

ます。

　里山での一日きこりの作業はいろいろなレベル

があるので誰でも参加できます。作業などせずに、

スケッチしたり、本を読んでいたり、もいいです。

　次回は３月１８日（第３日曜）の予定。里山の

空気を吸いに来てください。

日時：４月８日　日曜日

午前１１時から

会場：夕立の森
芝山千代田駅から徒歩１５分


